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ジュニアリーダー養成講座 
参加者募集！！ 

 
学校や年齢の違う仲間と楽しみながらレクリエーション

や野外活動などを体験します。 
例年ジュニアリーダーは５，６年生合計３０人で活動して

います。 
グループ活動を通じて協調性や責任感を身につけ、地域の

青少年リーダーとして活躍しませんか？ 

 内容・日程 右表のとおり 

 応募資格  市内在住の小学５・６年生（４月現在） 
 参加費   １年間３千円 
 募集人数  小学５年生 １５人 
       小学６年生  ８人 
 申込み   ２月２６日（金）までに問合わせ先へ 
       （電話可） 
 問合せ   生涯学習推進課 
       電話 ０４２（３４６）９８３４ 

図書館民話講座 
   「アーサー王伝説を訪ねて」 

 史実と幻想の世界が交わるアーサー王伝説の魅力
を、様々な角度から紹介し、物語の舞台となった風景
をスライドで訪ねます。 

日 程 内 容 講 師 

２月27日
(土) 

アーサー王伝
説のおもしろさ

場　　所 内　　容

4月11日 （日） 開講式

自己紹介、レクリエーションゲームほか

5月9日 （日） デイキャンプに向けて

野外炊飯の仕方、包丁の使い方

5月23日 （日） デイキャンプ（雨天５月３０日に延期）

野外炊飯の仕方、テントの張り方

6月13日 （日） 郷土を学ぶ

手打ちうどん作り

9月4日 （土） １泊キャンプ　（雨天９月１１日～１２日に延期）

∫

9月5日 （日） 野外炊飯の仕方、テントの張り方

11月14日 （日） 小平市を歩く  　　　　

ポイントラリー

12月12日 （日） クリスマス会にむけて

企画、飾りつけ準備ほか

12月19日 （日） クリスマス会

ゲーム、班出し物

23年2月6日 （日） わくわくプログラム

内容：未定

23年3月6日 （日）

10 小平元気村おがわ東 閉講式

午前１０時～午後３時

　　平成２２年度　ジュニアリーダー養成講座日程（予定）

8 中央公民館

午前９時３０分～午後３時

9 未定

午前１０時～午後３時

5 子どもキャンプ場

6 中央公民館

午前１０時～午後３時

7 中央公民館

午前１０時～午後３時

3 子どもキャンプ場

午前９時30分～午後３時

4 中央公民館

午前１０時～午後３時

日　　　　時

1 小平元気村おがわ東

午前１0時30分～午後３時30分

2 中央公民館

午前１０時～午後３時

第２7回小平市中学校生徒意見発表会開かれる！ 
～ 小平の光、空高く輝け！！ ～ 

１
月
８
日
（
金
）
、
第
27
回

小
平
市
中
学
校
生
徒
意
見
発
表

会
が
、
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

意
見
発
表
会
の
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
「
小
平
の
星
、
空
高
く
輝
け

！！
」
の
考
案
、
当
日
の
司
会
、

表
彰
状
コ
メ
ン
ト
審
査
、
花
小

金
井
南
中
学
校
の
紹
介
、
さ
ら

に
ポ
ス
タ
ー
作
成
と
、
今
年
度

当
番
校
の
花
小
金
井
南
中
学
校

の
生
徒
た
ち
は
、
意
見
発
表
以

外
で
も
大
活
躍
で
し
た
。 

今
年
度
の
発
表
生
徒
、
タ
イ

ト
ル
、
表
彰
状
の
コ
メ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
個
々
の

発
表
文
は
、
３
月
発
行
予
定
の

発
表
文
集
や
小
平
市
教
育
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
こ
げ
ら
ネ

ッ
ト(

３
月
以
降)

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

（
生
涯
学
習
推
進
課
）

発表者・タイトル・表彰状コメント（発表順・敬称略） 
＊表彰状には、発表意見に応じたコメントを付記しています。 

 

 

 

 

「
自
分
の
た
め
に
す
る
こ
と
」 

人
生
の
充
実
の
た
め
に
「
や
ら
な
け
れ
ば
」

と
言
う
決
意
が
よ
く
伝
わ
り
ま
し
た

 

小
平
第
六
中
学
校 

２
年
生 

高
橋 

こ
と
の

「
人
間
の
『
自
尊
心
』
に
つ
い
て
」 

自
尊
心
に
は 

家
族
の
よ
う
な
愛
情
と 

思
い
や
り
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た

 

上
水
中
学
校 

２
年
生 

木
下 

こ
こ
ろ 

「
ハ
ン
セ
ン
病
か
ら
学
ぶ
こ
と
」 

知
る
こ
と
が
偏
見
を
な
く
す
第
一
歩
と 

勇
気
を
も
っ
て
進
む
姿
が
良
く
分
か
り
ま
す

 

花
小
金
井
南
中
学
校 

２
年
生 

斉
藤 

さ
く
ら

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
む
力
」 

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
笑
顔
と
挨
拶
が 

明
る
い
社
会
へ
の
一
歩
と
伝
え
て
い
ま
す

 

小
平
第
一
中
校 

２
年
生 

樽
川 

桃
子 

「
自
分
を
み
つ
め
て
」 

犯
罪
を
な
く
し
社
会
を
変
え
る
の
は 

家
族
や
友
達
と
の
絆
だ
と
伝
え
て
く
れ
ま
し
た

小
平
第
二
中
学
校 

２
年
生 

白
瀚 

俊
太 

「
思
い
や
り
、
助
け
合
い
の
気
持
ち
で
歩
く
」

思
春
期
の
揺
れ
る
気
持
と
目
前
の
光
景
に 

心
打
た
れ
前
向
き
に
歩
む
姿
に
感
動
し
ま
し
た

 

小
平
第
三
中
学
校 

２
年
生 

古
川 

紗
千 

「
プ
ラ
ス
思
考
で
生
き
る
」 

経
験
を
糧
に
感
謝
の
心
が
強
く
芽
ば
え 

前
向
き
に
歩
む
姿
勢
が
素
敵
で
す

 

小
平
第
四
中
学
校 

２
年
生 

山
口 

友
理 

「
制
服
が
あ
ら
わ
す
も
の
と
そ
の
受
け
と
め
方
」

学
校
が
大
好
き
で
制
服
に
誇
り
と
思
い
を 

込
め
て
通
学
す
る
姿
勢
に
感
銘
し
ま
し
た

 

小
平
第
五
中
学
校 

２
年
生 

安
井 

隆
一
郎

３月６日
(土) 

アーサー王伝
説の要素 

井村 君江さん 
(元明星大学教授、フェアリー
協会会長、イギリス・フォークロ
ア学会終身会員、うつのみや
妖精ミュージアム名誉会長、
妖精美術館館長） 

３月13日
(土) 

スライドで訪ね
るアーサー王
伝説 

池田 正孝さん 
(中央大学名誉教授、東京子
ども図書館理事） 

いずれも午後２時～４時 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

タ
ス
キ
に
沁し

み
込
ん
だ
汗
と
熱
い
想
い 

教
育
委
員
長
職
務
代
理
者 

吉
田 

昌
子

私
は
毎
年
、
年
が
明
け
る
と
箱
根
駅
伝
を
楽
し
み
に
し
て

見
て
い
ま
す
。
駅
伝
は
個
人
競
技
で
は
な
く
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ

リ
レ
ー
で
す
。
た
だ
単
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、

心
と
心
を
つ
な
ぐ
わ
け
で
す
。
駅
伝
本
番
ま
で
の
長
い
日
数
を

仲
間
と
共
に
苦
楽
を
味
わ
い
な
が
ら
厳
し
い
練
習
に
耐
え
、

ま
た
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
こ
の
日
を
迎
え
ま
す
。
だ
か
ら

走
る
選
手
も
、
応
援
す
る
関
係
者
も
一
本
の
タ
ス
キ
に
熱
い

情
熱
を
注
ぎ
頑
張
る
わ
け
で
す
。
力
及
ば
ず
抜
か
れ
て
い
く

選
手
、
そ
の
遅
れ
を
取
り
戻
そ
う
と
、
コ
ツ
コ
ツ
と
差
を
縮
め

て
い
く
タ
ス
キ
を
受
け
取
っ
た
選
手
。
走
る
の
は
一
人
ひ
と
り

で
す
が
、
一
本
の
タ
ス
キ
が
選
手
全
員
の
、
そ
し
て
関
係
者

全
員
の
心
を
ま
と
め
て
い
る
の
で
す
。
一
人
走
る
た
び
に
汗
が

沁
み
込
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
れ
以
上
に
タ
ス
キ
に
は
走
っ
て

き
た
選
手
の
想
い
が
沁
み
込
ん
で
い
く
の
で
す
。 

学
校
現
場
も
駅
伝
と
同
じ
よ
う
に
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

に
よ
っ
て
、
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
く
良
い
教
育
現
場
と
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

学
校
経
営
者
と
先
生
の
つ
な
が

り
、
先
生
と
児
童
生
徒
の
つ
な
が
り
、
ま
た
学
校
、
家
庭
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
学
校
の
た
め
、
児
童
生
徒
の
た
め
、

心
を
一
つ
に
目
に
は
見
え
な
い
タ
ス
キ
を
つ
な
げ
て
い
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
話
は
駅
伝
に
戻
り
ま
す
が
、
今
月
７
日
に
は
こ
だ
い
ら

市
民
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
市
民
に
交
じ
り
、

市
内
の
中
学
生
や
高
校
生
も
多
数
参
加
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

心
と
心
を
つ
な
ぐ
駅
伝
に
な
る
よ
う
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

順
位
に
関
係
な
く
タ
ス
キ
に
熱
い
思
い
を
込
め
、
参
加
さ
れ
る

皆
さ
ん
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
会 場：中央図書館 
対 象：一般成人 
定 員：８０人（先着順） 
主 催：小平市教育委員会、 
    小平市子ども文庫連絡協議会 
申込み：２月６日（土）午前１０時から、 
    問合せ先へ 
問合せ：中央図書館 
    ☎０４２（３４５）１２４６ 
 
中央図書館ギャラリー展示 
  写真展「アーサー王伝説をめぐる旅」 

 図書館民話講座「アーサー王伝説を訪ねて」に合わ
せて、アーサー王伝説ゆかりの地の写真展を開催しま
す。 

日 程：２月２０日（土）～３月１７日（水） 
場 所：中央図書館２階 展示ギャラリー 
問合せ：中央図書館 
    ☎０４２（３４５）１２４６ 

お詫びと訂正 

 平成２２年１月の教育委員会だよりの中で２月

６日実施の図書館講演会の講師名竹内悊氏の読み

方は正しくは（たけうち さとる）氏でした。

お詫びして訂正させていただきます。 

「友・遊」日程 

 日   時 メインメニュー 

午前10時～正午 
人形劇を楽しもう！ 
（先着５０人、無料、視聴覚室） ２月６日 

(土) 
午前10時～午後３時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう！ 

午前10時～正午 

土曜子ども映画会 
（先着６０人、視聴覚室） 
ドナルドダックの朝ごはん、 

２ 月 の 教 育 委 員 会 定 例 会 

日 時  ２月１８日(木) 午後２時００分～ 

場 所  市役所５階 ５０５会議室 

どなたでも傍聴することができます。(傍聴席は２０
席)。また、会議録は市役所１階市政資料コーナーや
小平市教育委員会のホ―ムページからもご覧いただけ
ます。 

あかずきん ほか 
２月13日 

(土) 

午前10時～午後３時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう！ 

２月20日 
(土) 

午前10時～午後３時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう！ 

２月27日 
(土) 

午前10時～午後３時30分 「友・遊ひろば」で遊ぼう！ 

※ 友・遊メニューは中央公民館で開催します。参加する方は、当日、
直接、メニューを開催する各部屋へ。 

※ 友・遊メニュー（折り紙、オセロ、囲碁、将棋、お手玉、トランプ、
ケン玉、おはじき、おしゃべりなど）は、「友・遊」開催中、いつ
でも利用できます。 

※ ボランティアとして、小・中学生に教えていただける方々、また、
子ども達と一緒に遊んでいただける方々を募集しています。 

【 問合せ 】 小平市中央公民館 
電 話： ０４２（３４１）０８６１ 

ＦＡＸ： ０４２（３４１）０８８３ 
電子メール： kominkan@city.kodaira.lg.jp 



 (３) (２) 

 小平市教育委員会だより 小平市教育委員会だより 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
に
用
心
!! 

《
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
》 

 

38
度
以
上
の
高
熱
が
出
る
。
頭
痛
、
関
節
痛
が
あ
る
。
感
染

し
や
す
い
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
月
に
入
り
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て 

き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
空
気
も
乾
燥 

し
、
風
邪
や
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な 

(

指
導
課)

小平市平櫛田中
ひらくしでんちゅう

彫刻美術館 

だ
き
、
も
う
少
し
続
く
寒
い
冬
を
元
気
に
乗
り
越
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
が
あ
る
場
合
早
め
に

病
院
で
診
察
や
処
置
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
医
師
か
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
判
定
さ
れ
た
場
合
、
登
校
許
可
が
出
る

ま
で
は
出
席
停
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
安
静
に
し
て
休
養
を

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

① 

手
洗
い
・
う
が
い
を
進
ん
で
し
ま
し
ょ
う
。 

り
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
日
ご
ろ
の
健
康
管 

理
に
つ
い
て
お
子
様
と
話
し
合
っ
て
い
た 

「交流教育」…様々な交流活動を通して、豊かなかかわり合い、学び合いを推進する 

「健全育成」…学習習慣や生活習慣の定着、人間関係の調整力を高める 

「学力向上」…基礎・基本の学力の定着、自らの考えを深める活用力をはぐくむ 

学校自慢 
           子供の夢と希望をはぐくむ学校 

小 平 第 二 小 学 校 

考えて表現する学習活動 
「自分の考えをもち表現する児童の育成」をテーマに

校内研究を進めています 

ヤゴ救出大作戦 
トンボの幼虫（やご）をプールから救

出し、児童がトンボまで育てます。 

昔の道具を使って 
七輪を使っておもちをやい

てみました。 

落ち葉はき 
朝や放課後の時間に、自主的

な活動として行いました。 

スポーツテスト 
３年生以上が毎年行い、体力

づくりにいかしています。 

あいさつ運動 
毎朝、児童が正門に立ってあ

いさつしています。 

食育・健康づくり 
バイキング給食です。 

全校集会 
集会委員会の計画で朝の時

間に行われます。 

若草学級との交流活動 
給食や生活科・社会科見学も

一緒に行います。 

高齢者との交流給食 
併設されている高齢者交流

室で昼食を一緒に食べます。

にこにこタイム 
きょうだい学年の交流活動

です。 

※キャリア教育とは子どもたちが「生きる力」を身につけ将来社会人・職業人として自立していくことができるようにする教育。

キャリア教育を教育活動の基盤として 
自立＝体験を通して、考えを深め、話し合い、伝え合う読解力の育成 

自律＝規律を守り、潤いのある生活をつくる行動力の育成 

協働＝集団の中で豊かな人間力の育成 

⑥ 

人
混
み
は
、
で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。 

⑦ 

マ
ス
ク
の
着
用
や
、
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

④ 

家
の
中
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
、
適
度
な
湿
度
を 

保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

⑤ 

室
内
の
空
気
を
時
々
入
れ
換
え
ま
し
ょ
う
。 

② 

食
事
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
三
食
き
ち
ん

と
と
り
ま
し
ょ
う
。 

③ 

早
寝
。
早
起
き
を
す
る
な
ど
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を

整
え
ま
し
ょ
う
。 

「おひなさま展示」 
今年も平櫛田中が制作した「内裏

だ い り

びな」を記念館の

客間に展示いたします。 

凛
りん

とした顔立ちのおひなさまに会いに来てくださ

い。 

庭園の梅の花も、まもなく見ごろの季節になりま

す。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小
平
第
八
小
学
校
の
放
課
後
子
ど

も
教
室
が
文
部
科
学
省
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
！ 

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
で
、

小
平
第
八
小
学
校
の
放
課
後
子
ど
も
教
室

「
キ
ラ
キ
ラ
☆
ら
ん
ど
」
が
、
優
れ
た

取
組
み
で
他
の
教
室
の
模
範
と
し
て
そ
の

功
績
を
た
た
え
ら
れ
、
文
部
科
学
省
生
涯

学
習
政
策
局
長
か
ら
全
国
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。 11

月
24
日(

火)

、
文
部
科
学
省
の
講
堂

で
、
全
国
71
団
体
（
都
で
は
７
団
体
）

と
と
も
に
、
高
橋
校
長
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
井
戸
雅
子
さ
ん
ら
代
表
が
出
席
し

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

小
平
八
小
の
「
キ
ラ
キ
ラ
☆
ら
ん
ど
」

は
、
年
間
延
べ
300
回
を
超
え
る
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
学
校
と
地
域
や
保
護

者
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
、
多
摩
六
都

科
学
館
や
法
政
大
学
、
都
立
武
蔵
高
校
や

鈴
木
公
民
館
な
ど
か
ら
の
協
力
も
得
て
、

20
種
類
の
教
室
や
「
土
よ
う
ひ
ろ
ば
」

な
ど
、
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
る
こ
と
や
、
安
全
管
理
で
も

自
主
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の
で

す
。 お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
生
涯
学
習
推
進
課
）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《内裏びな》（木彫彩色 昭和１０年ごろ） 

 

■ と き 平成２２年２月３日（水）～ 

≪刊行本のお知らせ≫ 
「小平の歴史を拓く(上)～古文書目録解題編～」(１,１００円) 

「小平の歴史を拓く(下)～史 料 集 解 題 編～」(８５０円)  を発行しました

今まで刊行してきた「古文書目録」(全１９集) と「史料集」(全３０集)の
あとがきや解題を編集し、まとめたものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ３月２２日（月）毎週火曜日は休館 

■ 開館時間 午前１０時～午後４時 

■ 観覧料 一般…３００円（２２０円） 

 小・中学生…１５０円（１１０円） 

 ※（ ）内は団体２０人以上です。 

■ 交 通 西武多摩湖線一橋学園駅 

 
 
 
 
 平成２１年度 中学生の「税についての作文」 

今年度も全国から多数の応募作文の中から次の皆様が受賞され、平成２１年１２月１８日（金）

小平市役所で表彰式がありました。また、小平第二中学校には、租税教育への取り組みが評価され、

感謝状が贈呈されました。（敬称略） 

◆ 小平市教育委員会賞 小平第六中学校 寺西  愛 

◆ 東京都立川都税事務所長賞 小平第二中学校 榊  花乃 

◆ 東京国税局管内納税貯蓄組合連合会優秀賞 小平第六中学校 山田 小春 

    同  上 花小金井南中学校 須藤 成美 

 南口から徒歩１０分 

■ 問合せ 小平市平櫛田中彫刻美術館 
出典：「延宝二年頃の小川村絵図」（小川家蔵）

古文書を読み解くことによって、明らかになった新田開発・村の生活・鷹場・
玉川上水と分水などを収録しています。小平市に伝わる貴重な古文書と小平の歴
史を身近に感じていただき、大いに活用していただけたらと思います。 

（図書館）

 電話０４２（３４１）００９８ 

◆ 東京納税貯蓄組合総連合会会長賞 小平第一中学校 石川佳那子 

◆ 多摩武蔵納税貯蓄組合連合会会長賞 上 水 中 学 校 村上美由紀 

◆ 多摩武蔵納税貯蓄組合連合会優秀賞 小平第二中学校 中野東日里 

    同  上 小平第三中学校 野崎  優 

    同  上 小平第六中学校 白土  香 

◆ 東京税理士会東村山支部長賞 花小金井南中学校 川村 結以 

◆ 社団法人東村山青色申告会会長賞 花小金井南中学校 奥村 雪絵 

◆ 全国納税貯蓄組合連合会会長感謝状校   小平第二中学校 

（指導課）


